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第 1章緒言並びに文献的考察
麻痔を正しく量的に表わす事は，神経疾患を扱う
臨床家にとって，最も望ましい所である。乙の意味
において，従来行われてきた電気的診断法は，いず
れも測定値は不安定で臨床床的に満足したものでは
なく，次第に顧みられなくなってきた。然し， 1950 
年に至り電子管技術の発展は医学的研究にも応用さ
れ，観察測定技術の進歩は筋電図及び誘発筋電図法
としての新分野を開いたのである。乙〉において，
再び近代的装置による時値，叉不応期等の研究成果
が，盛んに検討されるようになったが，人体末梢神
経伝導機能は関する業績は甚だ少い。  1867年 
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Helmholtzは現在の測定原理を人体 K応用し，人
体正中神経において栂指球の筋収縮をキモグラフイ
オン  K描記して測定し，従来測定不能とされていた
神経の伝導速度は僅かに 30tn/sec前後であるとと
を示した。これに続いて Place，Oehl及び Alcock
等は以上の機械的方法に依り 30m/secから 66.8m
/secの債を報告した。その後更に 1908年 Piperは
弦電流計及び Engelman氏メトロノームを使用し，
正中神経で 120mを測定した。然しこれ等はいずれ
も古典的な記録及び誘発法を用いた測定であり，測
定値は不安定で実用の域には至らなかったものと思
われる。 1948年 HodesIC.次で Magladery，Wag-
man等は現在の誘発筋電図装置の基礎的機構とな
/ 
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る陰極線オッシログラフ及び差動増幅器を用いた近
代的装置に依りそれぞれ互いに接近した 60m/sec
前後の測定値を報告している。然し臨床的意義につ
いての研究は Hodesの脊髄性小児麻痔・神経損傷
等の神経疾患lζ関する報告を見るに過ぎず，乙の方
向lζ対する検討は未だ充分でないと思われる。著者
は人体末梢神経の主として運動線維の興奮伝導速度
測定を企図し，まずその測定法に関し検討を加え，
正常人末梢神経線維最大興奮伝導速度，疾患と伝導
速度の関係，及び各種環境条件の影響等を検討し，
いささか知見を得たので報告する。
第 2章 検査対象並びに測定方法
第 1節検査対象
正常人及び外来，入院患者を対象とした。検査時
予め被検者を室温K)I国応させた後，シールドボック
スのベットに安静仰臥位をとらせ，同時に皮温及び
組織温を測定し，体温の安定を待って測定を開始し
Tこ。体温測定には thermister温度計を使用したが
測定法，その他は後lζ述べる。乙の聞に室温によつ
ては保温に注意し測定肢は毛布上K楽な姿勢で安定
せしめた。
第 2節測定方法
第 1項電極装着法及び測定装置  
直径 0.5cmの円板銀電極の表面を綿及びガーゼ
で被覆し，これを刺激及び誘導電極として使用し
た。 2コの誘導電極はセルロイド板上托 3.5Cmの間
隔で配列。刺激電極は小セルロイド板に固定し，こ
れを紳創膏l乙て神経幹上の皮膚iζ貼布した。坐骨神
経近位点を刺激するには，刺激電極を適当の力で圧
迫する必要があるので棒の先端に ζれを固定した。
誘導不関電極は 3x 4cmの短形銀板を用い，それ 
ぞ机，前腕，下腿及び上腿中央に，鮮創菅及び紺帯
で装着し，刺激不関電極は上と同様の物を刺激電極
の内側 3cmの所にそれぞれ鮮創膏にて貼布した。
刺激及び誘導電極は使用時生理的食塩水でぬらし，
不関電極は，電極糊を薄くつけて使用した。
誘導電極は，尺骨神経測定の場合は 2極を小指基
部掌上lζ縦にならぶ様lζ，腔骨神経では足底t凹部K
長軸lζ一致する如く，坐骨神経では下腿下 1/3の所
で，排腹筋上に同様長軸lζ一致する如く，それぞれ
紳創膏及び絹帯で，特に欝血を起きざる様装着し
た。
刺激電極の位置は尺骨神経の場合は(附第 1図) 
被検者の上腕骨尺側上楳，尺骨茎状突起間距離を計
測し，乙れを仮に前腕長とし 2コの刺激電極間距離
が， ζの前腕長となる Cとく尺骨神経上に二つの刺
激点を定めた。腔骨及び坐骨神経では(附第 2図，
第 3図)予め排骨長を計測し， 1極を膝宮中央[C:::，
前者では，他の 1極を肱骨長の距離だけ遠位K，後
者では 2/3の距離で近位にそれぞれ神経走行上の点
を求め刺激点とした。乙れらの電極はそれぞれシー
ノレド線lとより刺激装置及び増幅器の出力，入力端子
に接続する。
測定装置は，平和電子製作所製電気刺激分析装置
を使用した。増幅器時定数 0.5sec増幅器総合利得
は 80dbである。
刺激にはすべて陰極刺激，持続 0.35msecの矩形
波を用い，経皮的に行った。叉刺激導線及び刺激不
関電極導線途中に切替スイッチを装置し遠，近両刺
激点を刺激するに要する時聞を短縮した。
遠，近両刺激点の刺激によって誘発される筋収縮
活動電位は，差動増幅器で増幅され，ブラワン管上 
に， 1000 cylの時標と共K掃引される。乙れを X線
フィルム K撮影するのであるが，電灯線電圧の変動
による時標の誤差は，商用交流で較正した。
第 2項計測法
人体末梢神経の誘発筋電図上の波形は， Magla・
deryの所謂，直達波である M波及び脊髄反射波で
ある H波， F波等がある。
伝導速度の測定原理は末梢神経上の異なった二点
で上記の波形を誘発し，此等の応答時の差で二点聞
の距離を除して求めるのである。
計測には前述の如く撮影したフィルムを写真用引
仲器にて方眼紙上に拡大投影し，刺激l乙依る基線の
立上りより誘導波の立上り迄を，同時に投影される
1000 cylの時標上 K移し，応答時を計測した。伝導
速度は次の式K依り算出される。
伝導速度 (m/sec)
一 刺激点間距離 (cm) " 1000 
刺激による応答時の差 (m/sec)一 100
第 3節測定方法に関する検討
正常人尺骨神経伝導速度測定において刺激及び誘
導の条件について検討した。
第 1項刺激並びに誘導電極の位置
刺激電極を尺骨神経肘関節部刺激点より，それぞ
れ 1cm神経K泊って遠位及び近位に，次に側方に
移動した。前者では近位及び遠位移動でそれぞれ
0.2m/sec前後の応答時短縮及び延長を認めたが，
側方移動では応答時の変化は見られなかった。
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誘導電極の固定板を附第 4図の如く移動し波形及
び応答時を観察した。誘導される波形は電極と小.指
外転筋の関係位置に依り変化し，同時に応答時もそ
れぞれ遠及び近位点において最大 0.5m/sec変化す
るが，短時間内に遠近二点を刺激して得た応答時の
差は一定であり，従って伝導速度の値も変動しな
い。誘導波形の振幅は筋K近いEの位置において最
も大きく誘導される。 ‘ 
第 2項刺激強度に関する吟味
刺激強度を漸次増強して応答時の変化を追求し，
伝導速度を測定した。刺激強度を漸次増加すると， 
M波は刺激が閥値に達すると共K出現し，刺激が強
まると共lζ振巾を増すが，最大刺激K到達し，振巾
は一定する。乙の経過中の応答時変化の推移を見る
と，関値附近で大きく， M波が急速に振巾を増すと
共l乙速かに短縮する。 その後 M 波が増大するに拘
わらず応答時は略一定に止まり，多くは最大刺激を
超え超最大刺激には入っても短縮は著明ではない。
乙の場合腕及び肘関節部で同時r，即ち同一刺激強c.
度で関値及び最大刺激に到達する。此の場合両刺激
点で刺激の強さを振幅を目標にし規定しても，叉直
接刺激の強きで規定しでも強さは同じである。然し
被検者の個人差に依り，両点で M 波の振幅を等し
く誘発するに要する刺激強度が異なる者が有る。乙
こに 1例をあげて刺激強度と応答時応対し検討を加
えて見る(第 5図)の肥満者例において，関値及び
第 5図 刺激強度漸増時の伝導速度変化 
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?こ。然しながらこの場合応答時の計測は異った振巾
の波形に就いて測定した値であり，叉同一振巾Kて
測定した時は実験番号において腕関節では，肘関節
の刺激より 1だけ強くなったが測定した伝導速度は
安定した値を示した。乙の刺激強度は最大刺激振巾
の1/2の波形を誘発する刺激強度であった。 との場
合応答時は肘関節 8.0，腕問節 3.2m/secで伝導速度
は 52in/secであった。最大刺激で波高を合わせる
と肘関節は実験番号の 7で応答時は 7.8m/sec，腕
関節は実験番号 8で最大刺激となり応答時は 3.1m/
sec速度は 53m/secとなるが，同一刺激強度で両 
刺激点より得た応答時より計算すると，実験番号 8
では肘関節では超最大刺激となり 7.6m/sec，腕関
節で 3.0m/sec速度は 54m/secとなり測定値は不
安定となる。
第 3項刺激及び誘導電極下皮膚の処置
前項の実験例において測定時刺激範囲の拡大に依
る障害の対策を考えた。即ち，刺激電極下皮膚に
0.5%プロカインを浸潤せしめ，皮膚を注射針にて
穿刺，更に皮下組織にも少量のプロカインを注射
し，前項と同様に徐々に刺激を増強して応答時及び
伝導速度の推移を観察した。腕及び肘関節におい
て，関値及び最大刺激強度は一致し，応答時の安定
範囲は拡大した，且つ変化の曲線も平行して変化し
た(第 6図〉。 叉麻痔患者及び皮膚肥厚者では誘導
電極下浸潤で活動電位の増大するのを見た。
第6図 刺激強度漸増時の伝導速度変化
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最大刺激時の刺激強度は両刺激点において一致せ 第4項不関電極に就て
ず，腕関節の刺激点で閥値が高い事を示す。従って 肘関節部刺激電極の位置は一定にし，その不関電
応答時の推移にずれがあり，而も変化の推移曲線は 極を前に述べた如く， 刺激電極の内方 3cmの位置
同一ではない。然し実験番号 4，5，及び6の刺激で に装着し，刺激強度を漸次増強した時と，不関電極
両刺激点において測定した応答時は略一定してお を前腕中央に移して刺激を漸次増強した場合に就て
り，測定した伝導速度も安定した値を示す事を知つ 応答時短縮の態度を比較観察した。刺激を漸次強く
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するに従って第 7図の如く，前者の応答時短縮は最
大刺激K至る迄殆んど短縮は見られないが，不関電
極を前腕中央K装着した場合は応答時の短縮は最大
刺激前lζ始まり最大刺激時では，前者に比し 0.1--
0.3 m/sec短縮し，超最大刺激においては更に著明
である。 目
第5項小括
測定条件に就き検討し次の結果を得た。刺激電極
を尺骨神経に泊って 1cm移動し 0.2m/sec前後の
変化を見た。
刺激強度を誘導波形の振幅で規定する場合最大刺
激時波高の 1/2を誘発する程度の刺激強度を使用す
れば被検者の個人差に依る測定値の変動は少い。
誘導電極の位置に依り伝導速度測定値は変らな
刺激電極下皮膚浸潤は，誘発に要する刺激強度を
低下せしめ刺激範閤拡大防止は効果を認めた。
不関電極を刺激電極より離す程応答時は著明l乙短
縮する。
第3章検査成績
第1節正常人末梢神経伝導速度
第 1項応答時及び伝導速度の日差 
20才の正常人男子を被検対象とし， 10日聞に豆
たο得られた伝導速度は第 1表の如くで，50--62 m 
/secの聞にあり，日差の最高は 12m/secである。
叉応答時の最高日差は1.9m/secであった。
第 2項肢長と応答時の関係 
11才から 42才迄の健康正常人 62名を被検対象
として， 20"""210Cの室温に充分順応させた後に測定
を行った。即ち尺骨神経は 52肢(男子 38肢，女子 
14肢)，腔骨神経は 48肢(男子41肢，女子7肢)，
坐骨神経は 20肢(男子のみ)，記就いてそれぞれ測
定を施行した。特に坐骨神経Kあっては，本神経走
行の解剖学的関係上，筋肉の発育佳良にして緊張の
強いものや，肥満型では，一般に正確な測定値を得
る事は困難であるが，比較的測定の容易なものを被
検対象に選んだ。叉本検査Kおいては，排腸筋及び 
比魚目筋より脊髄反射波である H波が比較的容易に
得られるので，求心性線維の応答時，伝導速度の測
定も併せ行った。
検査成績は第8図，第9図，第 10図，第 11図の
如くで，縦軸K伝導速度，肘及び腕関節部刺激応答
時を，横軸I乙肢長の基準として，尺骨長，或いは排
骨長をそれぞれとり，この 3者の関係を示してい
る。尺骨神経に就いては，肢及び腕関節部刺激によ
る応答時は，尺骨長との聞にそれぞれ直線的な比例
関係のある事が判り，乙れに基づいて算出された伝
導速度は，尺骨長即ち肢長とは無関係に略々正規型
の分布を示している。腔骨神経では応答時の分散度
は尺骨神経と比較すると柏、々大きいが，伝導速度の
分布は後者と略々同様正規型を示している。
坐骨神経に就いても，運動，知覚両線維の応答
時，伝導速度の関係は前2者と類似の傾向が見られ
る。
第 3項正常人の尺骨，腔骨，坐骨神経伝導速度
側定値 
1) 尺骨神経K就いて
第 1表 尺骨神経伝導速度の日差 20Lj 合測定距離 25
25 
応答時 7.15 
2.95 
ロlsec 4.20 
伝導速度 
•• • 
• • 
•• • 
• •• 
• 
•• 
• 
• • 
•• 
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第 8図 正常人尺骨神経伝導速度と応答時 第 10図 正常人坐骨神経伝導速度と応答時 (M波) 
R. T. 20.0--21.0oC R. T. 22.8--24.20C 
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第 9図 正常人腔骨神経伝導速度と応答時 
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20 2) JO J5 c叫 
a)室温 20--210C 
b)被械対象 52 肢 11 才~42 才(男子 38 肢，
女子 14肢〉 
c)伝導速度平均 59.4士 6.2m/sec
此の中男子 38肢，。女子 14肢の平均値は，それぞ
れ 58.7士 6.3m/sec，60.5士 6.2m/secで両者に有
意の差を認めず，母平均の 99%信頼限界は 56.9'-' 
61.9 m/secであった。
8智香降e413Ee 
• ー 
g 
-e 
耳• 
‘r 
“Z 郁容番手訓練 
" 匂ー署 
25 ]0 J5 cm 
2) 腔骨神経lζ就いて 
a)室温 20--210C 
b)被検対象 48肢 8才--36才(男子 41肢，
女子7肢) 
c)伝導速度平均 45.8士 4，9m/sec 
母平均の 99%信頼限界は 44.1--47.4m/secであ
った。 
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レートを巾 0.5cmの鮮創膏で固定した。組織温測
qGq4 
3) lζ坐骨神経 就いて 
a)室温 22.8~24.20C 
b)被検対象 20 肢 8 才~30 才(男子のみ) 
68.2 6.0 m/sec 知覚線維平均 :t
56 4.1m/sec .4士運動線維平均 
99% 64.4知覚線維伝導速度の母平均 信頼限界は 
~71.0 m/sec で，運動線維では 53.8~59.0 m/secで
20才の正常人男子を対象として，応答時及び伝導
速度の日差を調べた処，日差の最高は伝導速度で 
lζ 62肢長と応答時の関係 就いて健康正常人 名を
対象として，尺骨，腔骨，坐骨神経につき検討した
し，更に薬物の影響を考察する。
c)伝導速度
あった。
第4項小 括 
12m/sec，応答時で1.9m/secであった。
結果，応答時は概ね被検肢長と平行関係にあり，且
つそれK基づいて算出された伝導速度は，略々正規
型分布を示す事が判った。 
第4章環境条件の影響 
人体末梢神経最大興奮伝導速度測定値の， 日差及 
び個人差の大きな変動は，各種環境条件の影響に依
るものであろう事を推定させる。本章に於ては，環 
境条件として加温，冷却及び阻血の影響lζ就て検討
ム 
第 1節環境温度の影響
第 1項加温の影響
実験方法: 正常人男子の前腕を 240Cの室温に於
て， 430Cの温湯に入れて加温し，尺骨神経の伝導速
度変化を観察した。被検者は安静仰臥位とし，測定
時の室温，皮温及び組織温を測定した。温度計は， 
thermister温度計で感度 O.lOC，誤差0.5%，3 ele-
ment型で，室温測定用 elementは，径 0.5cm，
長さ 8.0cmのエボナイト製柄の先端に固定した径 
0.3cm，長さ1.0cmの円錐形硝子棒lζthermister
を封入したものである。皮温測定用 elementは， 
thermisterを0.5x 0.5 cmの角形銀板及びプラス
チックの聞に封入した厚さ1.5mmのものである。
組織温測定用 elementは， thermisterを長さ 3.5 
cmの 1/1注射針の先端に封入したもので，注射針は
径 0.5cm，長さ 5.0cmのエボナイト製軸の先端氏
固定しである。之等は測定に際し，温度計のスイッ
定用針状 elementは， 皮温用プレートの近傍より
皮膚に垂直に刺入し，先端が尺骨神経附近lζ至り，
被検者が小指に放散する鈍痛を訴える程度の深さに
留めて，ガJゼ塊及び幹創菅で充分K固定した。更
に之等室温，皮温及び組織温の測定は，伝導速度測
定と平行して行った。実験は被検者の皮温及び組織
温が充分安定するのを待って開始し，実験中は刺激 
強度を一定にして，加温開始前4回の測定を行つ
た。仰臥位の偉， 43.0oCの温水を満たした洗面器中
l乙前腕を充分l乙浸す。此の際，温度計 elementは 
其の偉となし，電極は外して置く。加温中液温が変
らぬ様，適時温湯を注加補足して調節した。加温は 
20分で中止し，素早く乾布で前腕を拭い，加温前と
同位置に電極を装着して測定を開始するが，加温中
止後，皮温及び組織温の下降は速かであるので，伝
導速度測定時間は4秒以内K終了するようにした。
実験成績: (第 12図)加温前組織温35.00C，皮温
310C，肘関節部及び腕関節部刺激応答時はそれぞれ
6.8m/sec，3.0 m/sec，伝導速度は 66m/secであっ
たが，加温l乙依り，皮温及び組織温はそれぞれ37.20
C及び 34.80C K上昇した。伝導速度も温度の速かな
土井氏伴って 68.6m/secと増加した。応答時は 6.45
m/sec，2.8 m/secと，著明な短縮を示す。 更に 3
分後に於ては伝導速度は 70.5m/secと増加し，応
答時は 6.55m/sec及び 3.0m/secと短縮した。その
後，皮温及び組織温の下降と共lζ，伝導速度も平行
して減少し， 30分後には加温前l乙復した。
第 12図 加温に依る伝導速度の変化
伝達+ 組績這ー ← 腔7~-← 
'"IC 
'JO 
曽 ~ 鵠制詞.
第2項冷却の影響
実験方法: 正常人男子の前腕を 24.00Cの室温に
於て， 14.50Cの冷水に浸し， 20分間冷却した。其の
他の実験条件は加温の場合と同様である。
実験成績: (第 13図)冷却に依り，皮温及び組織
チで切換えて使用した。皮温の測定部位は前腕K於 08温は下降し，冷却前の組織温36.00C及び皮温31. C
て，前腕長の下 1/3尺骨神経上で，此処に皮温用プ より 20分後，それぞれ 4.80C及び 3.60C低下した。
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第 13図 冷却に依る伝導速度の変化 れぞれ， 8.2 m/sec，3.6 m/secとなり，阻血中止と
倍速+組織温噌ー寵翠-d- 共lζ速かに回復する。
第 14図 緊縛に依る伝導速度の変化 
第 2表 加温に依る伝導速度の変化
加温前 加温後
応 タふ」丈 時応 答 時 伝導 1且 度 伝導ロlSCC 立lsec
距離 速度 速度
室|皮|組 cm 肘|腕|差 肘|腕|差m/sec 室|皮|組 m"/sec 
1小O 34.9 23.5 7.35 3.25 23.7 34.9 37.3 6.65 2.82 3.83 61 

2矢O
 24.5 34.2 37.0 6.65 2.95 3.70 65 

3玉O
 
24.3 I32.4 34.0 24.0 7.40 3.40 4.00 I 60 
22.8 30.2 35.3 24.5 7.45 3.40 4.05 61 23.1 35.5 37.2 6.80 2.92 3.88 63 

4市O
 24.4 32.8 24.8 36.7 38.0 6.44 2.78 3.66 67 

5竹O
 
35.9 24.5 7.24 3.38 3.86 64 
35.7 37.5 7.15 3.17 3.98 63 

6中O
 
25.4 33.6 35.7 25.0 7.50 3.40 4.10 60 25.4 
3.42 3.98 63 25.5 35.3 37.6 6.85 3.15 3.67 68 

7牧O
 
25.4 33.3 35.4 25.0 7.30 
3.90 64 25.725.8 32.6 34.2 25.0 7.55 3.65 35.6 37.4 6.78 3.25 3.53 71 

8依O
 24.3 
9長。 33.2 35.0 25.5 7.72 3.40: 3.32 68 24.4 35.8 37.5 7.20 3.07 4.13 62 7.50 3.60 3.90 65 37.125.6 33.4I35.2 25.5 25.5 35.5 3.10 3.66 70 
10篠O 
6.76 
24.9 26.0 7.55 3.40 4.15 63 24.9 35.7 37.8 7.00 3.12 3.88 67 
mIClc.~ 
却 40 ωmin 
応答時は冷却前，それぞれ 7.4m/sec及び 3.0m/sec 
であったが， 冷却後， 肘及び腕関節部刺激に於て 
8.75 m/sec及び 3.5m/secと延長し，伝導速度は， 
57 m/secより 47.5m/secと著明な減少を示した。
其の後，皮温及び組織温の上昇，回復と共lζ，伝導
速度も平行して増加回復に向う。
第 3項阻血の影響
実験方法: 句正常人男子の上腕中央部を 24.00Cの 
室温に於て， 200mm Hgの圧力で 20分間圧迫阻血
し，その聞及び阻血中止後の前腕尺骨神経周囲組織
温及び皮温との関係を観察した。其の他の実験条件
は第 1項と同様である。
実験成績: (第 14図〉阻血に依り組織温及び皮
温は徐々に下降し始め，伝導速度も平行して減少す
る。阻血前組織温 35.80C，皮温 33.20Cで，伝導速度
は63.4m/sec，応答時は肘関節部及び腕関節部刺激
でそれぞれ， 7.2 m/sec，3.15 m/sec，であった。 20
分後，組織温は1.80C下降し，皮温も叉 3.20Cの下降
が見られる。伝導速度も 11m/sec減少し， 52m/sec
となった。応答時も延長し，肘及び腕関節に於てそ
fi遼+組織選十陵遺品+・ 
10 20 30 35 min 
第4項 加温冷却及び阻血による影響の対比
前述の如く，加温に依って伝導速度の増加を，冷
却及び阻血に依って伝導速度の低下する ζ とを知っ
たが，更に之等 3者の影響の比較検討を行った。
対象及び実験方法: 正常人男子 19--30才の者
10名K就き，同一入にそれぞれ加温，冷却及び阻血
を前項と同様に行って， 20分後の組織温を測定し，
その組織温1.00 Cの変化に対応する伝導速度の変化
を測定した。実験前後I乙於ける被検者の温度，応答
時，伝導速度の測定値は，第 2，3，4表K示す如く
である。
以上の加温，冷却及び阻血による温度1.00Cの変
化に対応する伝導速度の変化は第 5表の如くであ
札阻血の影響が前二者K比して甚だしく大きい事
が判った。
この成因を探究すべく阻血の実験と同様K，15分
間阻血し，静脈血中の酸素及び炭酸ガスの分析を行
い，阻血により前者の減量と後者の増量の起り，
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第 3表 冷却に依る伝導速度の変化
冷却前 冷却後
1小O 
2矢O 
3玉O 
4市O 
5竹O 
6中O 
7牧O 
8依O 
9長O 
10篠O 
温 度 測定 応 答 時 伝導 応
タドミ」 時 伝導ロlsec ロlsec
距離 速度速度 肘|腕|差肘|腕|差 m/sec 室|皮|組室|皮 l組 m/secC立1
24.2 32.5 35.3 23.5 7.10 3.30 3.80 62 24.4 26.2 30.3 8.28 3.47 
25.1 33.0 35.0 24.0 7.15 3.40 3.75 64 25.1 27.1 30.8 8.50 3.60 4.90 i 49 
24.8 26.2 31.8 9.13 3・42 5;7124.6 32.8 35.6 24.5 7.32 3.38 3.94 62 43 
23.4 31.3 35.0 24.5 7.45 3.25 4.20 58 23.5 26.6 30.6 8.75 3.75 5.00 49 
26.0 34.2 36.0 25.0 7.35 3.65 3.70 68 26.1 28.3 33.7 8.60 3.95 4.75 53 
25.2 33.6 35.0 25.0 7.32 3.38 3.94 64 25.0 22.5 27.5 9.97 3.90 6.07 41 
25.7 32.6 34.0 25.0 7.65 3.50 4.15 60 25.7 22.8 29.7 9.75 3.80 5.95 42 
24.3 33.3 35.4 25.5 7.60 3.40 4.20 61 24.4 25.0 30.3 9.70 3.75 5.95 43 
25.2 33.3 35.0 25.5 7.60 3.30 4.30 59 25.2・29.2 31.4 9.40 3.65 5.85 44 
24.6 33.7 35.4 26.0 7.65 3.23 4.42 62 24.4 25.8 29.9 9.43 3.58 I5.85 I45 
第 4表 阻血に依る伝導速度の変化
阻血前 阻'血後
応答時 応答時温度 測定 伝導 伝導温度ロlsec 立lsec
距離 速度 速度肘|腕|差 室|皮|組室l皮|組 肘|腕 l差C町1 m/sec 
1小O 24.2 I 32.8 I 35.2 23.5 7.12 I 3.28 I 3.84 61 24.3 I 30.1 I 31.6 40 
2矢O 23.2 I 31.0 I 33.4 24.0 7.45 I 3.40 I 4.05 59 23.5 I 29.6 I 30.6 9.26 I 3.95 I 53.1 45 
3玉O 25.2 I 34.0 I 36.2 24.5 7.12 I 3.38 I 3.74 66 25.2 I 32.2 I 33.9 8.25 I 3.48 I 4.77 51 
4市O 23.4I 32.6 I 35.8 24.5 7.30 I 3.49 I 3.81 64 23.5 I 31.4 I 32.2 9.00 I 3.54 I 5.46 45 
26.0 I 34.2 I 36.4 25.05竹O 63 25.8 I 32.4I 34.0 8.60 I 3.70 I 4.90 51 
26.6 I 34.0 I 35.6 25.0 7.15 I 3.17 I 3.98 646中O 26.6 I 31.8 I 34.3 8.56 I 3.35 I 5.21 48 
26.0 32.8 34.2 25.0 7.55 3.60 3.95 637牧O 26.4 31.2 32.4 8.56 3.66 4.90 .51 
8依O 25.2 34.2 35.7 25.5 7.21 3.45 3.76 68 25.0 32.8 34.2 7.92 3.50 4.42 58 
9長O 25.0 お 2135.0 お 5I 7.55 3.30 4.25 60 25.2 30.8 33.2 9.75 3.80 5.95 43 
10篠O 24.4I 33.3 I 35.2 I 26.0 I 7.50 3.56 3.94 66 24.2 32.0 33.2 9.82 4.00 5.82 45 
第 5表 各条件に於ける速度変化 第 6表阻血時血中 O2，CO2量の変動 
M=~試験前〉ーが(試験後) 
t (試験前)ー t'(試験後) 1Vo0l%2 含(mM量M)|VoC10962(含mM量~)[全血日pH 
10~18試験の種類 M (m) 正常値 
Vor 17.7 (7.9) 
+1.8 士 0.2 5min 8.5 (3.8) 温試験 カ日
-3.8 :!:1.3冷却 試験 10min 7.9 (3.5) 
緊縛試験 -6.9 士 2.6 15min 5.4(2.4) 
N= 10 
表)。
pH は酸性に傾く事を認めた。本測定は本学第 1外 第5項小括
50~60 7.30~7.40 
50.2 (22.5) 7.37 
57.7 (26.1) 7.35 
59.1 (26.4) 7.35 
60.2 (27.0) 7.34 
科第6研究室に依頼した。測定は VanSlykeのガ 人体尺骨神経に於て同一人 10例にそれぞれ加温，
ス分析装置を以って行い，採血は 5cc乾燥注射筒に 冷却及び阻血の実験を行い，加温にて伝導速度の増
ヘパリン及び弗化曹達の少量を附着せしめ，採血後 加を，冷却及び阻血に於てその減少を見Tこ。更に
直ちに pHを硝子電極 pHメーターで測定し，ヘマ thermister温度計に依り，神経周囲組織温を測定
トリッタ値は採血後漸次放置した後測定した(第6 し，温度1.00 Cの変化に応ずる伝導速度の変化は，
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m.C_ it遼時四組織温四位ム 
C.c. 
60・園事'.1;"I
1 10 5o 初一一扇町民3D20 25-5' 
刺激で 7.2m/sec，腕関節部に於て 3.3m/sec，従っ
て伝導速度は 60 m/secであった。注射後組織温は
徐々に上昇し， 15分後略々一定となった。此の変化
に平行し，伝導速度も 15分後 66.8m/secとなり一
定し?こ。応答時に就ても時に変化無く，肘関節部民
於て 7.2m/sec，腕関節部で 26m/secであった。
同一」人を室温 16.80CK於て前回と同様に実験し
ml仇 た。注射前組織温34.8
0C，伝導速度は 62.4m/sec， 
応答時は肘及び腕関節部でそれぞれ 7.75m/sec及
Chlor-，0.1% Atropin 1 cc，'0.1% Adrenalin 0.7 cc
promazin 50 mgをそれぞれ筋肉内に注射し，以後 
50分酒の伝導速度の推移を経過と共に観察した。此
の間刺激強度を一定とした事は勿論である。
実験成績: その成績を見ると， Atropin (第 15
図)では体温の変動は殆んど無く，叉伝導速度の変
化も著明でなl Adrenalin (第 16図)， Pilocar-¥0 
pin (第 17図)に於τは，体温の低下lζ一致した伝
導速度の減少を認めたが，体温及び伝導速度の変化
の最も著明lと現ねれたものは Chlorpromazinであ
った。以下乙れを同一人について，室温 280C K於
て測定した場合及び、 16.80CK於ける場合について
述べる(第 18図)。
室温280CK於て Chlorpromazin50 mg筋肉内
注射では注射前組織温は 34.70C，応答時は肘関節部
第 15図 アトロピンと伝導速度 
R. T. 230C 正常人 20Lj 合 
5S 
50 
JS 
o 10 2O 30 40 50制 .n
第 18図 クロルプロマヂンと伝導速度
正常人 20 Lj 合 R. T. 280C 
1t遺 + 組織過司目 
6:r!?丈(ゾ 
10例の平均でそれぞれ1.8，3.8，6.9m/secであり，
阻血K依る影響が前二者に比しで大なる乙とを知っ
た。叉乙の時の血中酸素，炭酸ガス及び血液 pHの
変動を観察し， O2の減少，CO2の増加及び pHの低
下の見られたが，これ等の影響が阻血lζ依る温度下
降に加重して表われ，前者に比して著明な伝導速度
の減少を表したものと思われる。従って実際の測定 
l乙当つては之等の点に充分留意する必要があると考
える。
第 2節薬物による影響
前節に於ける環境温度の知見より，更に各種薬物
の影響を予想して，各種の自律神経に作用する薬物
及び動脈注射後の伝導速度変化の推移を追求した。
第 1項 自律神経K作用する薬物の影響
実験方法:' 18才より 25才迄の正常人男子 11名
を室温に順応せしめた後， 0.1% Pilocarpin 1 cc， 
第 16図 アドレナリンと伝導速度 
R. T. 200C 腕神経叢麻痔 32 Lj 合 
1ft.C 依遭-e- 組織温吋国 
55 
噂圃園町吋 
..... @ • 酔困回同. 
  
3 。10 2・舗44) so "'1ft 
第 17図 ピロカルピンと伝導度 
R. T. 220C 正常人 16Lj 合 
m C 恰遠回目組織温4 ・ 
60 
5 
“ 
、~v 一 
30 40 
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第四図 クロノレプロマヂンと伝導速度
正常人 20Lj 合 R. T. 16.80C 
倍速一← 組鮪:孟ー ←
同 ICI ?D"'7'D~~.ン 
50"，昔 
6H I事 
SO In.・
び3.7m/secであった。注射後5分で体温は 34.60C 
K下降し，其の偉多少の動揺を示したが，伝導速度
も梢遅れて体温下降lζ並行して変化し， 30分後の値
は50m/secで最低となり， 肘関節部応答時は 8.15 
m/sec，腕関節部では 3.8m/secとなった(第 19
図)。
第 2項動脈注射による影響
実験方法: 正常人男子に対して， 220Cの室温で
体視の安定を待ち， 300Cの温水で加温した注射器に
依り，同様加温した 20%葡萄糖液 20ccを肘関節部
に於て，上腕動脈内l乙可及的速かに注入した。測定
方法は前項と同様lζ行った。
実験成績: (第 20図)注射後組織温は 0.10C低下
して 34.90Cになったが，以後組織温の上昇と共に伝
導速度の増加を見， 15分後でも注射前の速度より 
5.0m/sec早く， 応答時も注射前の肘関節部刺激の 
8.3m/sec，腕関節部の 3.5m/sec R.対して 7.3m/ 
sec，3.4m/secと短縮した。 
第 20図 動脈注射と伝導速度
正常人 20 Lj R. T. 220C 
ml~ 倍速喝・組織温司圃 
20"(がウ稽20%.55 ・ 
rnln 5' 
第3項小括 
1) Atropin，Pilocarpin，Adrenalin，Chlor-
promazinの薬用量を筋肉内に注射して，伝導速度
の推移を観察したが， Atropinでは体温の変動も見
られず，伝導速度も変化しなかった。他の三者で
は，著明な体温の変化に平行した伝導速度の変化が
見られた。 同一人の Chlorpromazin注射時に於
て，環境温度の低い時は体温低下が見られ，高い時
には体温上昇を見たのであるが，伝導速度の変化も
前者K於て増加し，後者lζ於ては減少した。而も之
等伝導速度の変動は薬物の影響と云うよりも，体温
の変動に伴った二次的なものであると考える。 
2) 動脈注射により体温の上昇K伴った伝導速度
増加を見た。
第3節一定組織温下に於ける伝導速度
人体末梢神経伝導速度は，各種環境条件の影響を
受けて変動するものである乙とは，既に述べて来
た。乙の中最も普遍的lζ速度変動に関与して来た環
境条件は，温度因子である。
本節に於ては，立場を換えて，環境温度の管理規
制下に於ける測定値について検討を加えた。
第 1項実験方法 
60 x 30 x 30 cmの長方形の保温器を用い，被検
肢を本器内l乙挿入，電極及び温度計のエレメント
は，気密iζ外部と導線で連絡した。
正常人女子を被検対象l乙選斗だ。室温を 23.50C R. 
調節し，ベット上に仰臥位を取らせ，毛布及び布団
にて全身を保温した後に，組織温測定用針状 ele-
mentを，前腕下去の屈側筋肉内R.，深さ約 2cm
刺入固定した。先ず加温前の組織温及び神経伝導速
度を同時に測定した。次lζ ヒーターのスイッチを入
れて，器内の温度を 38.00CR.一定し， 60分間加温，
その後lζスイッチを切り，組織温の下がるのを観察
し， 350Cになった時，伝導速度を測定した。
第 2項成績
前項の如き実験を 1日1回， 10日聞に亘って行っ
た。先ずこれを保温前の測定値について見ると，第 
21図の如くで，組織温は最高 36.20C，ζの時の伝導
速度は 60m/secで，応答時は肘関節部で 7.05m/ 
sec，.腕関節部で 3.2m/secである。最低温度は 
32.50C。とれK対応する速度は 52m./secで，応答時
は，肘関節部で 7.65m/sec，腕関節部で 3.25m/sec
であった。市して，温度と速度の 2者の推移は略々
併行して変動するのが見られた。次lと保温器内で加
温し，その組織温を各国共に，略々 350CR.保たし
めた場合は，第 22図の如く，速度も日差による変動
は極めて少なく，最高 60m / sec~57m / secの間を
上下している事が判った。
5 10 1
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一白 33.1第21図 組織温と伝導速度の日差至 33.3
正常人 15Lj ♀ R. T. 17~230C 
11¥ C 信浩司←組織過ーー 
&0 
5 
釦t 35t心ン(一~ 
30 
2 	3 4. 56? 8 ~ 10T 
自 33.1
第 22図 一定の組織温と伝導速度の日差至 33.3
正常人 15 Lj ♀ 
2 3 4 5 6 ワ 8 9 10 T 
第 3項小括 
第7表神経炎の経過(尺骨神経〉
佐 O久o 44Lj 合
両側上肢麻痔 R.T 21.0~22.0oC 
。。 
発病後 応答時 msec担日 皮 測定 伝速導度経過 定 握力
日 数 距離但1 温 肘|腕|差 m/sec 
30.0 5.4 46右 
4日 25 
30.0 9.31 4.1 5.2 48左 
30.0 10.1 5.0 5.1 49 3 
25 
30.2 39.7 4.7 5.0 50 
31.0 5右 
33日
30.8 8.21 3.5 4.71 53 5左 
32.0 124.5 56右 
2541日 
32.0 7.71 3.2 4.5 56 13左 
発症後 16日。 上肢前方挙上不可能，自覚的l乙脱
力感あり，握力 3，知覚鈍麻やや軽快。伝導速度は
殆んど不変。
発症後~33 目。運動正常。知覚鈍麻なし。伝導速
度は依復の徴候を示している。
発症後 41 日。握力は 12~13o	 伝導速度は概ね正常
範閏迄快復。筋電図lとても放電数は増加，干渉電位 
を認む。
症例: 2.長O水o 16才女子
診断:神経炎 主訴:右上肢挙上不能
1 月より 3 月 lζ至る期間。室温 18SC~23.8CC の
間で実験を行い，外界環境温度を規定して，組織温
を一定に保つと，略々一定の神経伝導速度測定値を
得る事が判った。
第5章各種疾患例に於ける伝導速度の変化
前章の知見に基づいて，病的環境条件下に於ける
伝導速度の変化に就いて考察を加えると共に，各種
神経系疾患に於ける伝導速度の臨床的意義を追究す
べく，症状との対比検討を行った。
第 1節末梢性神経性疾患
症例: 1.佐O久o 44才男子
診断:神経炎 主訴:両側上肢峯上不能
前日重荷を運搬した際両側上肢仲側皮膚l乙軽度広
痛あり，翌日起床時両側上肢挙上不能に気附く。
発症後4日。外来初診時，上肢仲側に知覚鈍麻あ
り，手掌背屈不能，栂指以外は僅かlζ動く。筋電図 
l乙て異常波形を認めず。放電の減少あり。誘発lζて
波形民異常なし。本例Iζ於ける伝導速度は約 10m/ 
secの遅延を示している(第 7表〉。
誘因なく右上腕撰側l乙悲痛あり，翌日軽作業中右
上肢運動不能となる。
発症後 5日。外来初診時右上肢挙上不能，前腕は
下垂位をとる。右前腕lζ知覚脱失あるも尺側は軽
度。前腕撰側lζ軽度浮腫あり。
筋電図所見。前腕諸筋は electricalsilence。誘
発可能なるも，波形は写真の如くで振巾の低下を示
す(附第 23図〉。伝導速度は，患側lζ於て約 18m/ 
secの遅延を認む(第 8表)。
第8表 神経炎の経過(尺骨神経)
長O水o 16Lj 右上腕神経叢麻痔
伝導発経 担日 測|応答時
温度定
1
msec病過 握力速度定
室温|皮温lTZl肘|腕|差 m/sec後数日側 。5.0 46患 
23.5 235日 
32.0135.2 106.813.2 3.6 64左 
8.6 4.2 4.4 52 1 
23.4 23 
76日
忠|却11担 8 8.7 4.44.3 
23 
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発症後 23日。前腕挙上可能となる。知覚障害は
軽快。浮腕は軽減するも脱力感あり。伝導速度は
52m/secと快復を示す。
発症後 76目。上肢挙上可能。知覚頓失は消失。
鈍麻のみ。握力も 61ζ快復。伝導速度は初診時に比
して約 8m/secの増大を認む。
症例: 3.高O正o 36才男子
診断:多発性神経炎 主訴:両側下肢麻痔
発熱，知覚異常を伴わず突然両側上，下肢は弛緩
性麻痔発現。歩行不能となる。猶発病時脳脊髄液lζ
は所見なしという。歩行開始後 1週間に来院。
発症後 80日。外来初診時， 4肢の筋萎縮は軽度な
るも筋力の減退著明。知覚障害なし。膿反射消失。
第 10表 圧迫麻揮の経過と伝導速度(尺骨神経)
菅O恒o 20Lj 合両側麻痔 
伝導:発病後測 室
速度 E.M.G.経過定 距離肘ロ腕sec|差l1

日数側 温 m/sec! 
Fib.(十十)439.6右 
18.42564日 
Sik(l十十)減p少9.3 4.0 I5.3 47左 
8.45 3.25 5.2 48 Fib.(十)右 
18.2 25 
105日|
左 8.5 3.5 5.0 50
85日 
右|… l81131150150「
左 8.0 I3.0 I5.0 I50 bω
腕挙上不能にして，上腕梼骨側rc.知覚鈍麻あり。筋
筋電図所見。 4肢の各筋より， fibrillation voltage， 電図所見。両側上肢各筋にて，放電の減少。 fibril・ 
Complex N. M. U.voltge，synchronization vol-
tgeが検出された。|誘発筋電図上応答時は著明に延
長(附第 24図)0Jlつ尺骨神経伝導速度は両側共lζ
異常な減少を示す(第 9表〉。
第9表 多発性神経炎の経過(尺骨神経)
高O正o 36Lj 合
。。 
測定 応答時 msec発病後 担IJ 伝導室
定 速度 握力経過
日 数 制1 1晶 距離 肘|腕|差 m/sec 
22.0 13.0 9.0 28 
24.3 25 
23.0 14.0 9.0 28 
20.0 
123日 
12.0 8.0 31 3 
25 
322.0 14.0 8.0 31 
18.3 11.0 5右 
25.2 25395日 
18.0 11.0 7.0 I36 5左 
発症後 123日。麻痔度は次第に改善され，単独歩
行可能。依然として応答時及び伝導速度は遅延して 
L、る。
発症後 395日。自由民独歩。握力5。自，他覚的
に改善徴候著明なるも，応答時，伝導速度は，これ
と平行した快復状況を示さない。
本症例は，臨床症状の改善に比し，伝導速度依復
の遅れている例である。
症例: 4.菅O恒o 20才男子
診断: 上腕神経叢圧迫麻痔
主訴: 両側上肢挙上不能
リュックサックの背負紐にて両肩を圧迫。直後両
側上肢の挙上不能，知覚鈍麻lこ気附く。
発症後 64日。外来初診時， 両側上肢特に三角筋
の萎縮著明。手指の運動は可能なるも握力は O。前
lation voltageを認める。伝導速度は右43m/sec， 
左 47m/secで健常に比し約 10m/sec遅い(第 10
表)。
発症後 85日。 臨床症状の改善著明，前腕挙土，
屈曲可能。知覚障害なし。筋電図にて，放電増加， 
fibri1lation voltage を認める。伝導速度はややi“
復する。
発症後 105日。上肢に筋萎縮は未7ご存在するが，
日常生活氏支障なし。しかし，伝導速度は殆んど不
変。初診時lζ比して，右側では約 7m/secの増加を
示すが，依然として健常の最低限界を下回ってい
る。
症例: 5.草O醍o 50才男子 

診断: 右尺骨神経麻痔

主訴: 右手握力減退，知覚障害

第 11表 麻酔麻拝の経過と神経伝導速度

(尺骨神経)

草O醍o 50Li合右尺骨神経麻痔 

発経
病過
担リ 担リ
定 定
応答時
宜lsec
伝導
速度
m/sec 
握
力 
筋電図
日
後数
距
離倶リ 肘|腕|差
424 
13.015.5 
4.6 
7.5 
54 
33.3 
25 Fib.VC-lt) 
Reinnerv。 
Volt. 
452 
健 
患 
25 
7.8 
12.5 
3.38 
5.2 
4.42 
7.3 
56.5 
34.1 1 
Fib.VC-lt) 
Reinnerv 
Volt. 
565 
健 
患 
25 
9.5: 3.2 
4.5 
6.3 
56 
39.6 
Fib. V(十) 
Reinnerv2 Volt. 
668 I 125 
居、 9.0 
3.4 4.4 
4.0 5.0 
57 
50 2 
Fib. VC+) 
Reinnerv 
Volt. 
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 Synchro. V. 

麻 。12 6 右
 incomplete Synchro V. 
normal N. M. U. V. 

low al1lp. 

lowamp. 

15.0 3.1 6.0 2.9 52 2.221.0 6823.21.橋O 
14.5 3.2 7.0 3.8 38患
 7j合 患 14.526 22.9 3.5 42.47j合
8.0 3.2 4715.0 25.5 22.32.鳥O
22.2 
右患2.鳥O
22.2 
右患 
15.51 4.85 10.0 5.151 30 7Lj合 4215.5 25.25 21.55 3.7左患7Lj合 左息 
9.4 4.2 47 19.5 30.7 27.1 3.63.白O 54 
20.8 
患L3.白O 19.5 5.2患 
20.8 
8.2 3.4 59 14Lj合 20.0 29.2 26.3 2.9 69左14.Lj合 20.0 4.8左 
15.04.織O
8 Lj合
3.1 
 58 18;0 29.25.麻O 26.2 3.0 
23.4 
患 60
23.4 
18.0 4.0 7.1患5.麻O
18.0 4.0 7.1 3.1 58 12 Li合 18.0 27.7 25.1 2.6 69左12 Lj合 左 
日~!吋[叩7l78131150

11 Lj♀左 16.0.13.7 1 6.7 1 3.0 1 53 
E. M. G. 
normal N. M. U. V. 

Synchro. V. low amp. 
Spike dischargeの減少 
Synchro. V. 

normal N. M. U. V. 

。
矢 11 1 右 Synchro. V. complex N. M. U. V 
normal N. M. U. V. 

応答時 msec測定測定 伝速導度
遠|近|差 m/sec 
胸廓成形手術後，右上肢尺骨神経麻痔lζ気附く。
発症後 424日。外来初診時患側手掌筋の萎縮著
明。尺骨神経の支配領域に知覚鈍麻あり。筋電図l乙
て，尺骨屈筋，小指外転筋に fibrillationvoltage， 
reinnervation voltage，complex N. M. U. vol-
tageを検出する。伝導速度は患側lζて約 20m/sec 
減少を示す(第 11表)。
発症後 452日。臨床症状及び伝導速度比著変な
し。
発症後 565日。握力 2。手掌尺側の知覚鈍麻は，
やや軽快す。伝導速度は約 5m/sec増加。筋電図所
見は不変。
発症後 668日。握力不変，上述の知覚鈍麻は殆ん
ど消失。伝導速度は，初診時lζ比較すると約 16m/ 
sec 快復を示している。
筋電図l乙て，放電数の増加を認む。
第 2節脊髄性小児麻樺
発病後 1--7年を経過した下肢の弛緩性麻痔を有
する脊髄性小児麻痔患者6例に就いて，坐骨神経を
対象として，伝導速度の測定を行った。検査施行時
の各症例の臨床的所見は，第 12表の知くで，始めの 
3例は，筋萎縮も比較的強く，何れも破行を示して
第 12表 脊髄性小児麻痔症例検査肘所見
症例
橋
。，鳥
白 14 7 右

織 8 2 左

第 13表 脊髄性小児麻痔伝導速度
坐骨神経 M波(運動線維〉
応答時 (msec) 伝速導度測定測定室温
距離恒1 遠|近|差 m/sec 
右1.橋O
23.2 
第 14表 脊髄性小児麻痔伝導速度
坐骨神経 H波(知覚線維)
室温
狽1 距離 
23.2 

3.45 6.2 
 2.75 55右 
20.0 
15.0 3.45 6.45 3.0 
 50 患、 
20.515.0 22.8 2.54.織O
20.0 
右 65 
20.58 Lj合 15.0 23.0 2.5 患、 60 
6 矢~Iザ |15判ベペ 55
65 51.416.01 25.351 22.9 1 2♀左11 Li 
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いる。次の 3例は，筋萎縮も殆んどなく，略々正常 19表K於て示す。
に近い症例である。伝導速度の測定は， M 及び H 臨床的に略々完全に快復していると思われる症例
波陀就いてj即ち，運動，知覚(求心〉両線維に就白 1--4では，運動，知覚両線維共に伝導速度は正常値
いて行った。測定値は第 13表，第 14表K示される。 を示している。
なお，測定K当つては，出来得る限り，同一環境室 症例 5は，発病後4年を経過，自覚的には全く異
温内に被検者を充分順応させ， しかる後に検査を施 第 15表発病時臨床症状
行した。
運動線維に就いて観ると，臨床的lζ麻痔程度が比
較的強いと思われる前3例では，何れも，正常値よ
り，約 5~20m/sec の遅延を示している事が判る。
乙れに対して，略々正常に近いと思われる次の 3例
では，概ね正常範囲内の変化K留っている。
叉，知覚線維に就いて観る，と ζれも同様の傾向
を示し，前 3 者では，正常値比比して，約 5~20m 
/secの減少が認められるにも拘わらず，次の 3者で
は何れも正常範囲内の変動に留っている事が判るの
である。各症例聞に於て，伝導速度と発病後経過年
数との聞には，有意の差は認められない。叉，伝導
速度を指標として，同一症例に於ける，運動，知覚
両線維の侵襲度を比較したが，有意の差は認められ
ない。即ち，両線維共，障害を受けているものと推
定される。応答時に就いては，運動，知覚両線維共
に異常な延長を示したものはなかった。
第3節 Guillain-Barre症候群
発病初期比脊髄性小児麻痔と類似した臨床症状を
呈するが，その予後は極めて良いといわれている 
症 発
病
時
年%ou 
仲O
麻
拝
の
目IJ 麻よ
馬区 発雲 拝り
症
初発症状 発チ行f三よ現 分 
状 り迄 布 現迄
中等肢 (38度倦OC発怠) 熱
殆ど両下肢
明 2m. 
下感同時→両上肢
川O 4j. H 1m.8m.部に発微熱 後
痛| 

石O 
3 j.咳熱撒， 微上肢歩1!痛，嬉下
 
117m. ，怠下肢肢行敏時痛 {在感痛覚過
両側，下腿， 
3後日 1 6m.戸O 6j. 転び易い 
大腿嬉痛
中等度発下肢神経痛様
g 1 4m.熱，下痢 
頭痛 の悲痛，頭痛
品汗熱， 頭痛，神 両下肢殆ど下肢感シピ 発 坐骨高O 4 j.レ，微経痛様の痕痛熱，頭痛 同時(官)1m. 痛覚過敏
第 16表 ギランバレー症候群脊髄液所見
Guillain-Barre 症候群症例 6 例(発症後 2~7 年経
過)K就いて検査を施行した。各症例の発病時臨床
症状及び脊髄液所見は第 15表，第 16表に於て示さ
れる。叉，検査時臨床所見は第 17表の如く，最下段
の症例を除いて，他の 5例は何れも殆んど正常に近
く依復している。
伝導速度の測定は坐骨神経の運動，知覚両線維に
就いてそれぞれ行った。測定成績は， 第四表，第
+ 
+ 
症例|初圧|細胞数IPandy I蛋白量|蛋白細胞IilJ }j: I*ttl Jffi~ ranay  解離現象mg'%"I
5200 65 十仲 O + 
3260 60十 十川 O 
-4220 45石 O 土+ 
200 10 60 十戸 O +十 
君。 250 8 65* 
240 4 65高 O 4十 
第 17表 ギランバレー症候群検査時所見
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
検査時 発症後
歩行状態 E. M. G. 症 タt 筋萎縮 
年令 経過年数
Lj 
正 戸的民7j131.仲 O 十 十 十 十 normal N. M. U. V. 
7 12. 川 O 4 j.10 m. w十一 + + 
R3: 石 O 6 2j. 8m. H十一 + 
H8 2 j.10 m. H4. 戸 O + + 
5.君。 10 4j. 1m. Synchro. V. 殆ど正常 十 十一 
9 3j. 5m. 6. 高 O 可能梢披行 十右大腿* + + CSyon chro.V. 
mslex. N. M. U. V. 下腿十 
1 
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第 18表 ギランバレー症候群伝導速度 complex N. M. U. voltageが検出され発病当初に
坐骨神経 M波(運動線維〉 於て脊髄前柱細胞が侵襲を受けた事を立証してい
応答時 msec 伝導測定測定
速度室温
距離側 遠|近|差 mfsec 
3.1 607.218.5 4.1右1.仲O 
22.6 
567.4 3.318.5 4.113j合 左 
2.8 546.615.0 3.8右2.川O 
23.2 
3.0 506.37j合 15.0 3.3左 
5.714.0 2.93.石O 右 
20.4 
2.5 1 56 5.414.0 2.96j合 左 
542.86.015.0 3.24.戸O
20.0 
右 
542.86.08j合 15.0 3.2左 
473.56.916.5 3.45.君。 
23.0 
右患 
3.7 457.110 j合 16.5 3.4左患 
る。伝導速度を測定すると，運動線維では約 20m/ 
sec，知覚線維でも約 20m/secそれぞれ減少してい
る事が判った。同線維共l乙応答時には著変は認めら
れなかった。
第 4節小指 
1) いわゆる Neurapraxiaと考えられる単純な
神経炎に於ては，その速やかな治癒経過と平行し
て，神経伝導速度も快復して行く事が判った。しか
し，臨床症状の改善は，伝導速度の快復に先行する
ものの如くである。 
2) 多発性神経炎症例に於ては，その臨床症状の
経過が比較的良好であったにも拘わらず，伝導速度
の上昇，快復は極めて遅かった。 
3) 圧迫麻痔症例lζ於ては，臨床症状の改善と平6 高 ~I吋 l ヤ8i88150132
9j合左 16.0 I3.5 I7.2 I3.7 I43 
行して，伝導速度も，前2者Iζ比し比較的速やかに
依復する。
4) 陳旧性の麻痔症例(麻酔麻痔)Iζ於ては，臨
第 19表f ギランバレー症候群伝導速度
坐骨神経 H波(知覚線維)
床症状の改善は極めて遅々たるものであるが，伝導
速度の快復もこれに準じて居る。 
応答時 msec 伝導測定 測定
速度室温
世1 距離 遠|近|差 m/sec 
24.75 2.65 70右 18.5 27.41.仲O 
22.6 
2.5 7418.5 27.2 24.713j合 左 
6515.0 21.52. )110 
18.41 2.4 6315.0 20.87j合 
2.15 6514.0 20.65 18.5右3.石O 
20.4 
2.05 6814.0 20.25 18.2 6j合 左 
2.45 6115.0右4.戸O 
20.0 
2.4 6315.0 22.0 119.6 8j合 左 
3.35 5023.55.君。 右患 
23.0 
3.30 5024.416.5127.710j合 左患 
6恥|吋ド61262l22f|
9j合左 16.01 24.5 1 21.9 1 2.6 1 62 
5) 脊髄性小児麻痔症例の中H波の検出される程
度の患者を 6例選び，坐骨神経に就いて運動，知覚
両線維の伝導速度をそれぞれ測定したが，臨床症状
と概ね一致する測定値を得た。叉その測定値より両
線維共に障害を受けている事が推定された。 
6) Guil1ain-Barre症候群症例の中，筋電図上変
化を認めた 2例を除いて，他の 4例は，正常な伝導
速度測定値を得たが，臨床的lとも完全な治癒を示し
ていた。他の 2例では，脊髄性小児麻痔症例l乙於け
ると同様，速度の低下を認めたが，臨床的に筋萎縮
の見られた中の 1例は，速度の減少が著明であっ
?こ。
第6章総括並びに考按 
Helmholz及び Baxt以来，人体末梢神経運動線「必
 
維最大興奮伝導速度は，測定者により種々の値が報
常なく，筋萎縮も認められず，臆反射は正常であ 告されて来ている。かかる測定値分散の原因に就い
る。筋電図所見。両側下腿筋より synchronization ては，当時の測定者の間で論議され，環境条件，な 
voltageを検出した。伝導速度は，運動線維では， かんづく環境温度の影響が注目きれて来た。 1870年
約'5m/secの減少を示すに過ぎないが，知覚線維で •Helmholzは，末梢性速度減少と末梢性体温下降と
は両側共に 10m約の遅延が認められる。 の関連を考え，更に前腕の加温及び冷却により，正
症例 6は，臨床的に筋麻痔が認められ，且つ版行 中神経の伝導速度がそれぞれ増加，減少するととを
を呈している。即ち後遺症の残っている症例である 実測によって示した。爾来 Ohl，Place，Riperら
が，筋電図でも synchronization voltage及び もこの考え方を支持し，近年比至っている。 1950年
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Magladeryの更に進歩した誘発筋電図装置による る測定値の変動を 30Cで7mと推定している。著者
測定に於ても，なお測定値l乙日差，変動のあること はこの環境条件との関係を更に追究すべく，加温，
が認められているが，その成因を明らかにするには 冷却，及び阻血の実験を行ない，加温によって速度
至っていない。乙乙に於て著者は人体末梢神経伝導 の増加を，冷却，及び阻血によって速度の減少を認
速度測定法に検討を加え，主として健常状態K於け めた。更に健常男子 10名に就いてそれぞれ同→人
る環境条件の影響を考察し，更に臨床的応用の可能 に加温，冷却及び阻血を行なって，神経周囲温度
性を追究したのである。 lOCの降下K応ずる伝導速度の変化を算出した。即
(工)測定法iと就いて ち，加温に於て1.8m，冷却にて 3.8m，阻血で6.9 
Gasser及び Blair & Er langerらは，太い神経 m という実測値を得，阻血の影響は前2者K比較し
線維程伝導速度が早く且つ興奮闘値が低いと述べて て，甚しく大なる事を知り得たのである。更に此の
いる。従って関値直上K於ける刺激が理想的である 阻血試験K於て，阻血した未梢の静脈血中 O2及び 
ζとは論をまたない。しかし刺激強度が弱く，従つ CO2の分析を行い，O2の減少，CO2の著明な増加
て活動する筋線維の少ない時は，誘発電位も減弱さ 及び pHの低下が起っている事を認めた。標本実験
れて誘導され難く，測定の正確を期し得られぬ難点 に於て，神経は O2の遮断により，容易に膜電位の
がある。また Wagmanは最大刺激に於て，刺激範 推持に障害を来7こし興奮性を失うことは知られてい
囲の拡大を正常人の少数に認めたというが，刺激強 るが，大量の CO2の存在でも同様の現象が見られ
度が強くなると，神経周囲の電流密度の増大は，興 るといわれている。
奮発生部位を不安定にすると考えられる。乙の点K 従って著者の阻血試験K際して見られた伝導速度
就いて検討した結果，著者は実測経験から，最大刺 の減少も ，O2遮断，CO2の増加及び pHの低下に
撤時の 1/2の振巾を誘発する程度の強度では，刺激 由来するものであろう事は想像に難くない。叉，
範西の拡大に依る障害を認めず，応答時も安定した Causey及び Tarlov等は O2を遮断した環境下で，
値を得る事を知った。叉，2点の刺激強度を同一に 神経線維は圧迫により容易に伝導機能を失うと述べ
出来ない場合は，誘発波形の大きさで刺激強度を規 ているが，之等は臨床上見られる圧迫麻痔の成因
定する事iと拘泥せず， ~~~、方の刺激強度 iζ合わせる IL，阻血の影響が重要な因子をなしている事を示唆
様統一して測定する方が合理的と思われる。 するものであろう。
(II) 人体末梢神経の伝導速度 更に広義の環境条件として薬物の影響K就いて観
Hodes，Magladery，Wagmanらの人体末梢神 察したが，之等自律神経に作用する薬物は，それ自
経伝導速度の測定値に就ては前述した。著者の実測 体の作用というより寧ろ，体温の変動を介して間接
値をこれら先人及び本邦lζ於ける他の報告例と対比 的 ~L伝導速度 l乙影響を与えたものと思われた。
すれば，尺骨神経，腔骨神経に於ては， Wagman 以上の如く，生体に一定の負荷を与え，その伝導
及び Hodesのそれと略々一致するが，坐骨神経に 速度に影響を及ぼす因子について考察すると，環境
於ては，運動，知覚両線維共K本間らの測定値より 温度の変化に基づく影響が最も普遍的に存在する因
大きな値を示している。乙のような諸々の測定値の 子であると考えられる。そこで逆に体温(組織温)
相違は，人体末梢神経伝導速度が，環境条件の影響 を測定する事により，伝導速度測定値を定常化せん
を受けているととを推定するに足る根拠を与えるも と企てた。即ち，徐々に加温した後放置冷却した。
のと考えられる。そ ζで著者は環境条件の末梢神経 ζれは長時間加温する事lとより前腕の各部の温度を
興奮伝導速度に及ぼす影響について，臨床的，基礎 毎回概ね同ーとし，しかる後に一定温度迄同条件で
的な検討を試みたのである。 冷却すると前腕各部の内部温度は，神経走行に沿っ
(1II)環境条件の影響 て毎回略々同度度で平衡すると考えたからである。
伝導速度と環境条件との関係に就いては，古くか 勿論前腕内部の神経の走向全部氏亘る複雑且つ動的
ら注目されており， Ohlは夏と冬では同一人につい な諸因子を定常化したと云うわけではないが，内部
ても伝導速度比差のある事を認めている。叉 Wag- の環境条件を或る程度一定にすると，伝導速度の日 
manは，老人と若年者に伝導速度の差がある事を 差の変動は殆んど消失する事が判った。乙の事柄は
認め，その原因として，老人性の神経変性に加え 逆に伝導速度が環境温度と密接な関係を有するもの
で，体温との関連を考えた。市して体温の相違K依 である事を裏付ける知見である。
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(IV) 各種疾患と伝導速度 かな麻痔の回復は説明出来ない。 Wohlfartは不完
以上の知見に基づいて，各種疾患の症例K就いて 全麻痔に於て残存した神経線維から側枝が出て麻痔
伝導速度の臨床的意義を追求した。 筋を再支配する事を見ているが，本症例の麻痔回復 
Gasser & Er1anger ~r.依れば，太い神経線維は は此の様な機序に使り行われたものと思われる。
伝導速度が早いと云われており， Gutmannは，神 Hodesは末梢性神経損傷及び脊髄性小児麻痔を観
経幹を構成する線維の直径頻度分布で細いものに比 察し，所謂 residuallatencyの延長を認めている
ベ太い線維は遥かに少ない事を示した。若し之等の が，本症例の著明な応答時の遅延は，神経筋接合部
神経線維が器質的或いは機能的障害を受け，活動す を含めた神経未端の著明な障害を想像させる。
る神経筋単位の減少を来たせば，当然減数した太い Hodesは叉，脊髄性小児麻痔l乙於て大直径運動線
神経線維群に由来する活動電位は誘導波形を形成す 維の選択的障害を主張しているが， Gui1lain・Barre
るに至らず，伝導速度は減少すると考えられる。叉 症候群の 6例を含めて， H波の検出される程度の症
神経再生中の軸索の形態、的，機能的状態の様相l乙就 例l乙於ては， M及び H 波の伝導速度は，共lと症状
いては，論議のある所であるが， Gutmannは再生 と平行して減少するのを認めた。
初期では，太い線維の増数は直径による頻度分布に 以上の臨床例に就て伝導速度と臨床症状の関係を
於て観察すると，著明ではなく後期比至って始めて 検討して来たが，測定神経に殆んど障害の無い軽症
増数を見ると述べている。叉， Berryは再生中の軸 及び活動電位を誘発出来ない様な重症例を除いた麻
索が正常よりも細い事を述べたが， Eilangerは再 痔症例に於ては，伝導速度は臨床症状に従って減少
生中の軸索は興奮性が低く，伝導速度が遅いと述べ した。叉，逆に伝導速度に減少を認め得ない例では
ている。 臨床的民治療の対称とならない様な軽症者であっ
神経疾患に於て観察される伝導速度の減少及びそ Tこ。麻痔の経過と伝導速度の推移に就ても多発性神
の快復再生過程花見られる変化，推移は，之等の機 経炎の 1例の如き特殊な症例を除いて，麻痔の程度
序lとより説明されるものと思われるが，更に血行障 に依り差は有るがその回復と共に伝導速度も増加
害及び麻痔，萎縮による体温低下等の異常環境条件 し，叉，其の推移は良く回復経過に並行するのを認
は伝導速度比影響を与えているものと考えられる。 め且つ速度回復の遅速は麻痔の予後を忠実に示すも
末梢神経疾患に於て，所調 neurapraixaと思われ のと思われ?こ。
る単純な神経炎の症例に就いて誘導された活動電位 此等症例lと表われた伝導速度変化の機序を総合し
は，極めて振巾が低かったが，速やかな治癒過程と て考察すれば，各種麻痔に於ける伝導速度変化の様
共IL.，誘発された活動電位は増大し，伝導速度も急 相も大約は想像されると考えられる。かくの如く環
速に快復を示した。その状況はあたかもプロカイン 境条件を規定し，更K測定方法統制するならば，応
遮断実験による快復過程の如くであった。圧迫麻痔 答時の測定値変動も減少し，此れに依る概略的伝導
及び麻酔麻痔の症例記於て，前者の快復経過は速や 速度の臨床的応用も期待されるものと思う。
かであり，伝導速度も略々 ζれに平行して増大に向 吾4拘第 7章結 置問
ったが，後者では，伝導速度の快復は遅延し且っそ
の臨床経過も比較的緩慢に推移した。陳旧化したこ (1) 測定lζ際して，刺激強度を最大刺激時波高
の症例では軸索の回復は甚しく障害されたものと考 のきの振巾を誘発し得る程度の強さに規定し，且つ
えられる。 刺激電極下の皮膚及び皮下に十分な浸潤麻酔を行な
多発性神経炎の 1例K於ては筋電図上広範囲な神 うと，安定した測定値が得られる事を知った。
経線維の荒廃が予想されたにも拘わらず，麻揮の回 (ll) 正常人に於ては，肢長と応答時は直線的な
復は短時間で始まり，且つ速かであった。然るに応 平行関係がある。
答時及び伝導速度の著明な低下及び誘発波形の複雑 (TII) 正常人の尺骨，腔骨，坐骨神経の伝導速度
化，持続時間の延長等が観察され，伝導速度の回復 は次の如くである。
は極めて遅々たるものであった。同様な症例を余村 a)尺骨神経 平均 59.4:t6.2 m/sec 
も Gui1lain-Barre症候群に認め報告しているが， b)腔骨神経平均45.8士 4.9m/sec 
かかる症例の伝導速度減少は神経線維の荒廃に依り c)坐骨神経
説明されるとしても，軸索の再生速度から見て速や 運動線維平均56.4士 4.1rrt/sec 
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知覚線維平均 68.2士 6.0m/sec
但し，此の値は室温を 20~24.20C の聞に規定し，
被検者を環境室温K充分順応させた後Ic::.，測定した
ものである。
(百〉 前腕の加温，冷却及び阻血実験lζ於て，尺
骨神経最大伝導速度は，組織温 lOCの昇降につき，
それぞれ1.8m/sec，3.8 m/sec及び6'.9m/secの変
動を示し，阻血児依る影響が最も大きい事が判っ
た。此等は実測時の注意を喚起するものであり，測
定値の分散変動も或いはこれに由来するものと思わ
れる。 
(V) Atropin，Pirocarpin，Adrenalin，Chlor-
promazln I等の自律神経に作用する薬物を負荷した
時，伝導速度は，動揺を示した。しかしながら，此
等薬物の影響は，組織温を介しての間接的なもので
ある事が推定された-。
(百) 外界の環境温度を規定管理して，組織温を
可及的一定に保つと，伝導速度の測定値は毎常略々
同値を示し， 日差の変動は概ね誤差範囲内に留る事
が判った。即わち実際の臨床的応用lζ当つては，被
検者を一定(著者の場合は 220C前後)の環境室温
に充分順応せしめた後に測定を行えば，臨床経過を
追究する際に於ても，或いは得られた測定値を相互
に比較する場合に際しても，実用上支障を来さない
事を知った。 
(VII) 末梢神経性麻痔症例に於ては，伝導速度
は，臨床諸症状と概ね平行関係にある事が判り，臨
床上の応用に当って，麻痔度及び予後診断の可能な
る事を立証した。
(四) 多発性神経炎の 1例lと於ては，麻痔の速や
かな改善にも拘わらず，応答時，伝導速度の快復は
極めて遅々たるものであった。斯る所見は側枝吻合 
l乙依る再生機序tζ由来するものと思われ，本検査法
により，臨床的lζ始めて観察されたものである。
(IX) 脊髄性小児麻痔，及び Guillain-Barre症 
候群症例に就いて，伝導速度の測定を行った結果， 
筋萎縮程度並びに筋電図所見と略々一致する測定値 
を得たが，麻痔度の量的標示として優れた検査法で 
ある事を知った。叉，本検査を通じて，此等の疾患 
K於ては，運動，知覚(求心)両線維が略々同程度 
の侵襲を受けている事が判った。 
欄筆するに当り，本研究に対し終始御懇篤な 
る御指導と御校閲を賜わりたる恩師鈴木教授に 
心から感謝の意、を表すると共に，御協力を頂い 
た奥田，金坂，山崎博士，富田学士を初め教室
各位に感謝の童、を表する次第である。
(本研究の一部は昭和 33，34年文部省科学研
究費に依る)
(本論文の要旨は第 10，11，12回筋電図学会

に於て発表した。)
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第 1図 A)測定方法(尺骨神経〉 第 2図 B)測定方法(坐骨神経)
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